
一般社団法人 国際福祉研究機構 ザ・チャレンジド主催 

 

東京 KIZUKI の森・大地 青空フォーラム２０２６  

開催について 

 

 

 

現代社会は、複雑な社会構造と共に、人の命や生き方について、その価値観についても 

意義や評価が、今一度見直す時かもしれません。昨年度、当法人は、「KIZUKI の森、大地

から」というテーマで、初めてのシンポを開催することが出来ました。真のねらいや願い

は、「結いのこころ」だと思います。 

そこで、今回から、医療と福祉、そして教育について、各論から連携論を、より身近な文

化や思想を確立するため、専門家のためのフォーラムから市民からこの国の未来ビジョン

に繋がる、何かを発見する機会になればと思い、企画させていただきました。そこで、下

記内容にて、開催することにした次第です。皆様のご参加をお待ち致しております。 

 

 

記 

 

● 名称 

東京 KIZUKI の森・大地 青空フォーラム２０２６       

● 開催日時  

  ２０２６年３月１２日（木）１３；００～１９；００ 

● 開催会場 

  国会議員会館 参議院特別会議室（定員８５名） 

● 入場料 

  無料 

● エントリー方法 

  事前登録制（弊社 HP の QR コードから） ※先着順で定員が埋まり次第終了 

● 主 催  

  一般社団法人 国際福祉研究機構ザ・チャレンジド 

 

  



                演題内容 

 

基調講演  「 ～心を繋ぐ～ 発達障害 診断から 」   13:00-13:50                   

精神科医 昭和医科大学特任教授 医学博士  

岩波 明 氏  

 

１． 当事者からのメッセージとこころを繋ぐ セッション   13:50-14:15 

当法人主席研究員 仮称：かけ はしこ 氏  

昭和医科大学特任教授 岩波 明 氏  

 

２． バングラデシュからのそよ風 セッション             14:15-15:15 

海外の人材育成と登用・採用及び連携先についての提案 

JICA コーディネーター Nakajima Syeda Masuda Shiuly  

   日本マイクロソフト株式会社 Sultan Mahmud  

Muneer Ferdous  

 

休憩 15:15-15:30 

 

３． 当事者主体のインクルージョン インターナショナル世界大会（中東ドバイ） 

   世界の潮流から「脱施設化への流れ」      15:30-16:30 

   元日本グループ学会代表 当法人主席研究員 光増 昌久 氏  

      

４．  医療・保健福祉・教育の連携とその可能性 

「現場から見る横断的社会の実装」について     16:30-17:30 

  武蔵野みどり診療所 医師 当法人主席研究員 小野寺 亮 氏  

  

休憩 17:30-17:45 

 

５． 座談会セッション 参加者全員（自由参加）       17:45-19:00  

「 共生社会にひとこと ～障がい児（者）ということ表現について～ 」 

「 グループホームの現状について 」 

「 就労問題について 」 

「 特定技能外国人の活用について 」 

 

6.  閉会のあいさつ       19：00- 

以上 


